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2019年度

実践力養成型（寺子屋式）インターンシップ
エントリーされる皆さまへのMessage

時代は「何を学ぶか」から「どう学ぶか」へと向かっています。
答えが見えない問題に果敢に取り組み、答えを切り開く力が求められています。
社会の現実を実感する。そして自分で解決することとして、真剣に取り組む。
見つけた答えを先輩や現実に問いかける。だめなら、また試す。
このインターンシップはそんな挑戦に溢れています。
この挑戦ができる君を社会は待っています。はじめましょう！

徳島大学副理事
COCプラス推進本部推進監

山中 英生

当社は昨年初めて徳島大学さんのこのインターンシップ（以下ISP）に参加しま
した。約10ヶ月にも及ぶISPは当社でも初めての経験でしたし、実はみなさんと同
じく私たちも不安があったんですよ(笑)

このISPと他のISPの明確な違いは、みなさんが得られる経験の質と量、目標と
する成果物の完成度が他と比較にならないくらい高い点です。企業の課題解決が成
果物に設定されるため、参加企業も本気で関わります。学生のうちにこれほど濃い
体験ができるISP、これほど素晴らしい経験ができる大学は他にないと思います。
その分悩むことも辛いと感じることもあると思いますが大丈夫！一緒に取り組む仲
間、頼れる先輩、そして大学の先生方やCOC＋のみなさんが必ずあなたの傍にい
てくれます。

ISPが終わった1年後、みなさんには心地よい達成感と仲間との絆、講義だけで
は絶対に得られない経験と社会とのコネクションが残るはずです。みなさんも｢参
加して良かった！｣と必ず感じてもらえると思います。

みなさんとお会いできることを私たちも楽しみにしています！

株式会社NDK
代表取締役社長

久米 智之

(株)テレコメディアにて、コールセンターで身につく
力（電話対応やマナー、コミュニケーション力）を整
理し、キャリアアップにつながるアルバイト（通称：
キャリバイト）としてアピールすると共に、キャリア
アップを目指す若者が継続的に入社してくる仕組みを
策定しました。

2017年
(株)松本コンサルタントISP生

2019年
工学部 建設工学科卒

(株)大本組就職

中島 大樹

2017年
(株)テレコメディアISP生

2019年
総合科学部 人間文化学科卒

(株)テレコメディア就職

福良 奈美

(株)松本コンサルタントでは、公共事業に携わる企業とし
て社会・地域貢献のための新技術の導入（ハード面）に加
え、人間力と技術力を兼ね備えた人財の育成（ソフト面）
にも力を入れています。そうした人財採用のため、学生の
ニーズを盛り込んだ「学生目線」の就活用会社説明書を作
成しました。

インターンシップはチームで取り
組みましたが、それは4年次の卒論
でも同じでした。指導教員やゼミ生
と連絡を取りつつ、必要な情報を皆
で積極的に共有することで、ゼミの
雰囲気もよい状態で、生産性が上が
りました。

このように自分がゼミ内で調整の
役割を果たせたのは、ここが自分の
強みだと、インターンシップを通し
て自覚できていたからだと思います。

このインターンシップは長期間で課
題も難しく大変なものでしたが、やり
きることで多くのものを得ることがで
き、今後の活動の自信につながりまし
た。

やりきる中で得られたものの1つと
して、自分が目指すべき人物像があり
ます。このインターンシップを行い、
社会に出る前に多くの社会人と出会え
たことで、社会人としての在り方が見
え、そこからその在り方に近づくため
の目標が見えました。

私たちは何のために大学で学ぶのでしょうか？
私は2年生の時このインターンシップに参加し、3年生の時はインターン

シップ生のサポートをさせていただきました。その2年間で本当にステキな社
会人の方、どこにいても私に力をくれる仲間に出会い、"何のために大学で学
ぶのか？"その問いの確かな解が私の中に生まれました。

ステキな社会人の方、仲間に会いにぜひ"一歩"踏みだしてみてください。2017年(一社)Disport ISP生
総合科学部社会総合科学科4年

山川 真生子

＜挑戦を終えて得たもの・見えたもの＞

＜挑戦者へのエール＞



2019年度

実践力養成型（寺子屋式）インターンシップ
活動拠点一覧

株式会社 NDK
（名西郡石井町/受入数3名）

大塚テクノ 株式会社
（鳴門市瀬戸町/受入数3名）

有限会社 竹内園芸
（板野郡板野町/
受入数6名※3名✕2チーム）

エヌ・アンド・イー 株式会社
（小松島市和田津開町/受入数4名）

有限会社 樫山農園
（小松島市坂野町/受入数3名）

廣間組 有限会社
（那賀郡那賀町木頭/受入数2-3名）

株式会社 AWA-RE
（三好市西祖谷山村/受入数3名）

徳島ヴォルティス 株式会社
（板野郡板野町/受入数3名）

藤崎電機 株式会社
（阿南市辰巳町/受入数2名）

徳島県南部総合県民局
（海部郡美波町/受入数3名）

株式会社 QLiP
（助任町/受入数5名）

一般社団法人 大学支援機構
（新蔵町/受入数5名）

株式会社 テレコメディア
（山城町/受入数4名）

一般社団法人 徳島新聞社
（中徳島町/受入数4名）

一般社団法人 イーストとくしま観光推進機構
（寺島本町/受入数5名）

徳島大学常三島キャンパス

藤原塾（助任橋/受入数3名）

株式会社 農家ソムリエーず
（川内町/受入数3-4名）

詳細はCOC+推進本部
事務局Facebookから
チェックできます。

徳島市







P.７ 

株式会社 AWA-RE(アハレ) 

地域をもっと面白く！ 
〜わくわくハウス「Matba」〜 

        株式会社 QLiP 

     プログラミング教育が切り拓く 
子どもたちの未来 

P.９ 

P.１１ 

有限会社 樫山農園 

事業化された農業を営む 
これからの経営スタイルを確立しよう！ 

           株式会社 NDK 

     地域になくてはならない企業を 
目指して！ 

P.１３ 

P.１５ 

エヌ・アンド・イー 株式会社 

人と自然を技術でつなぎ、 
地産地消・地元地域の 
さらなる活性化を目指す（フェーズ２） 

        一般社団法人 大学支援機構 

地域活性化のために 
大学とクラウドファンディングの 

果たす役割を創出しよう！ 

P.１７ 

P.１９ 

廣間組 有限会社  

木頭に根ざし、木頭を活かす事業の 
さらなる開拓に挑戦しよう！ 

        藤原塾 

      学習塾のニューステージへ！ 
〜徳島大学発学生ベンチャーの挑戦〜 

P.２１ 

2019年度 実践力養成型インターンシップ 
プロジェクト一覧 



P.２３ 

藤崎電機 株式会社 

藤崎電機のさらなる挑戦！ 
～新規事業領域への挑戦～ 

株式会社 農家ソムリエ～ず  
若手農家(担い手)の育成と 

徳島県産品のブランディング 
        

P.２５ 

P.２７ 

株式会社 テレコメディア         
これからの「はたらくのカタチ」を 
みんなで考え築いていこう！ 

大塚テクノ 株式会社 

健康戦略を考える！ 
活き活きと働く為の職場づくり       

P.２９ 

P.３１ 

有限会社 竹内園芸 

サポートサービス体制構築 
(2nd stage) 

一般社団法人 イーストとくしま観光推進機構  

地域に誇りと元気をもたらす 
観光戦略        

P.３３ 

P.３５ 

徳島県南部総合県民局農林水産部＜美波＞ 

「きゅうりタウン構想」の実現により 
地域を活性化せよ 

徳島ヴォルティス 株式会社  
公共財として 

ホームタウンの活性化に貢献する        

P.３７ 

P.３９ 

一般社団法人 徳島新聞社/阿波おどり会館 

新しい視点で 
  もっと“まち”を元気に 



 
 

 当社は2018年4月に当時地域おこし協力隊として四国の真ん中「にし阿波」と呼ばれるエリアに活動
拠点を持つ有志３名で設立しました。自らが産業創造の触媒となることを志していくことを目的とし、理
念：「経世済民」の原点に立ち、地域の歴史文化を伝え継ぎ、人と人を繋ぐ架け橋となることを目指して
います。 
 地場産業に新しい価値を与える触媒として、ツーリズム事業、教育事業、エンジニアリング事業の3つ
の事業を中軸に展開しています。 
 ツーリズム事業では、ゲストと地域住民に共感が生まれる旅行体験の提供、教育事業では、持続可能性
をテーマとした学生・社会人向けの研修コーディネート、インダストリー事業では、ICTを活用した社会
課題の解決に取り組んでいます。 

 
 
  
  

地域をもっと面白く！ 
〜わくわくハウス「Matba」〜 

徳島県美馬市脇町大字猪尻字若宮南131番地2号（会社住所） 
徳島県三好市西祖谷山村今久保175番地（活動拠点） 

どんな会社？ 

チャレンジしていることは？ 

株式会社 AWA-RE(アハレ) 

 
 

  今期、教育事業の一環として、西祖谷に新しくゲストハウスをオープンする運びとなりました。 
 祖谷地方の歴史は古く、また近年では世界農業遺産に登録された傾斜地農法や独特の食文化が外国人に
も好評で海外からのインバウンド観光も盛んになり、今後はこれら交流人口の増大が期待できる地域で
す。 
 そのような中で当該地域で古くからに言い伝えのある古民家を借り受け、リノベーションしてオープン
したわくわくハウス「Matba(的場)」は、「地域をもっとおもしろく」をコンセプトとして、様々な観光
客を受け入れることのできる宿泊施設でありつつ、地域特有の独特の歴史や文化、慣習といった資源を活
かした国内外、老若男女を問わず、学びと経験を享受しあえるサービスの開発や社会課題の解決などを行
う拠点としての機能を果たしていこうと考えています。 
 この価値創発のコンテンツ(プログラムの中身)を開発・運用し、さらなる交流人口の増大と関係の深化
をめざして世界各地の教育機関や企業の受け入れを行っていこうと考えています。 



＜受入担当者＞ 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

「“I”や“You”ではなく“We”で取り組む
プロジェクト」 
 スタートアップの段階なので、目まぐるしい
スピードで日々状況が変化します。 
 メンバーもそれぞれプロジェクトを抱える中
で、お互いの得意な部分を活かして相互支援し
ながら 事業に取り組んでいます。 
 皆さんとも是非チームの一員として一緒にプ
ロジェクトを進めて行くことができればと思い
ます。  

わくわく研修プログラムを開発しよう！  

挑戦する学生へのメッセージ 

挑戦するプロジェクトについて 

STAGE1 STAGE2 STAGE3 STAGE4 STAGE5 

＜ドン（学内メンター）＞ 
 

＜プロジェクトに取り組むことで身につく 
      社会人基礎力レーダーチャート＞ 

【リサーチ】 
 
現地の歴史文化・
風土など、にし阿
波という地域の魅
力・特色について
調査する。 

【現地視察】 
 
にし阿波を訪問し
Matba周辺、及び
にし阿波の資源に
ついて調査する。 

【企画立案】 
 
調査結果を元に、
対象者別に研修プ
ログラムを企画立
案する。 

【テスト運用・改
善】 
企画をテスト運用
し、フィードバッ
クを元に企画を改
善し、マニュアル
化する。 

【報告会】 
 
関係者を集め、本
活動、及び企画に
ついて報告会を実
施する。 

・研修プログラムが対象者別に整備されている  
・研修プログラムが滞りなく運用されている 
・研修プログラム実施マニュアルができている 

GOAL(到達目標/成果物) 

・にし阿波の資源を活かしたサービス開発および社会課題解決が加速化している 
・これまで以上に様々な人たちが、にし阿波に深い関心を寄せ、にし阿波で学んでいる 

NEXT STEP 

株式会社AWA-RE 
取締役 
井上 琢斗  
  

徳島大学 大学院 
総合科学部 准教授 

田口 太郎 

 企業や地域づくりの“現場”に入って
いくことは様々な経験になると同時に多
くの責任を伴います。またその責任の重
さが良い経験を生み出す、とも言えま
す。また、これまでは自分に合う／合わ
ないという感覚で人間関係を創ってくる
ことが出来たかもしれませんが、実社会
では当然様々な人と“関わらなくてはな
らない”ケースも多々あります。世の中
には様々な性格やキャラクター、考え方
持った人が増すので、時折ぶつかること
もあると思いますが、それも含めて“経
験”だと考え、前向きに捉えることが大
事でしょう。 



プログラミング教育が切り拓く子どもたちの未来 
 
 

 
 
 新しい時代に活躍できる人材の育成を目指し、“ICT教育”“心の教育”“論理的思考の育成”の
3本を柱に教育事業を展開する株式会社QLiP（クリップ）。その中核となる「クリッププログラミ
ングスクール」では、“ICT教育”を中心に離職者向けの職業訓練（情報系訓練）などの社会人講座
を始め、小中高校生を対象にしたプログラミング講座を実施しています。今後社会において必須のス
キルとなるプログラミングの普及・教育に努めています。 
 Ｑはクエスト（探求）、Ｌはロジック（論理）、Ｉはイシューソルビング（問題解決）、Ｐはプレ
ゼンテーション（発表・発現）を意味します。これまでの詰め込み型授業ではなく、HOW（どうし
て）とWHY（なぜ）を学ぶ能力を大切にして、徳島の子ども達が世界に通用する人になってほしい
と考えています。 
 
 プログラミングは子どもが楽しく学ぶことを通じて 
自ら考え創造する力を養うことができます。 
 徳島の多くの子ども達がプログラミングを学ぶこと 
によって、未来を切り拓く力を身に付けてもらいたい 
と願っております。 
 

 

 
 2020年に必修となるプログラミング教育に向けて、教育委員会をはじめ教育機関は指導方法につ
いて様々な検討、模索を行っています。小学校の教育現場ではプログラミング教育をどのように行っ
ていけばいいのか、まず何から始めればいいのかが分からず手探り状態が続いています。   
 そうした現状を踏まえ、 「プログラミング教育の確立」と「プログラミング教育の普及」を目指
す当社では2016年度より徳島大学と協働でプログラミング教育の普及に努めております。2017年
度には石井小学校5年生を対象に実証授業を実施し、2０18年度には石井町内の小学校3校の小・
中・高学年及び牟岐小学校の5年生を対象に模擬授業を実施しました。 
 今年度は、石井町においては小学校教員を対象としたプログラミング授業実施のための研修プログ
ラムを開発することでより実効性の高い石井町スタイルの教育プログラムを確立すること、牟岐町で
は小学校・中学校向けの学習指導案の作成を目標としています。 
 このプロジェクトに参画する皆さんには、高度なプログラミング知識というよりは、「教育・子ど
もについての関心」「データを用いた企画の提案力・実行力」そして何より、「まだ誰も答えを出せ
ていない問題に対してチャレンジする心」が求められます。今、最先端の授業内容を実際の教育現場
で実施できる機会は他には無いので、自分の力を教育分野で試してみたいと思う学生さんには是非
チャレンジしていただきたいです。 
 
 

徳島県徳島市上助任町三本松371 

どんな会社？ 

チャレンジしていることは？ 

株式会社QLiP 

実証授業の様子 



GOAL(到達目標/成果物) 

＜受入担当者＞ 
 
 株式会社QLiP 
 情報責任者 
 江本 大輔 
 
 
 

 
 
小学校でのプログラミング教育導入を来年に控え、 
教育現場はカウントダウン状態です。 
「どう教えるのか」「何を教えるのか」と様々な問題
はありますが、「教育」は未来を考える上で必要不可
欠です。 
今注目されている「教育」という分野で、最先端のコ
ンテンツとなる「プログラミング教育」。EdTech分
野で仕事をしたいと思っているあなた、教員を目指そ
うと思っているあなた。実際の教育現場でプログラミ
ング授業を行う機会はめったにないチャンスです。 
クリップと未来の学びについて一緒に考えましょう。  

  
 
 
 

 

挑戦する学生へのメッセージ 

STAGE1 STAGE2 STAGE3 

＜ドン（学内メンター）＞ 
 

＜プロジェクトに取り組むことで身につく 
      社会人基礎力レーダーチャート＞ 

徳島大学大学院 
社会産業理工学研究部 

理工学域 講師 

浮田 浩行  

石
井
町 

・2018年度PJを元に石井
町内小学校の低・中・高学
年向けの指導要綱を考察す
る。 
・小学校教員を対象とした
プログラミング教育のため
の研修を考察する。 

・石井町内小学校の低・中・
高学年向けの指導要綱に基づ
いた模擬授業を実施する。 
・小学校教員を対象としたプ
ログラミング教育のための研
修を実施する。 

・模擬授業の結果を踏まえて
指導要綱を再検討し、教育委
員会に報告する。 

牟
岐
町 

・牟岐町の現地コーディ
ネーターとして（NPO）ひ
とつむぎと協働し、2018
年度PJを元に牟岐小・中学
校向けの指導要綱を作成す
る。 

・牟岐小・中学校向けの指導
要綱に基づいた模擬授業を牟
岐小・中学校で実施する。 

・模擬授業の結果を踏まえて
指導要綱を再検討し、教育委
員会に報告する。 

2020年必修科目となる小学生向けのプログラミング教育カリキュラムを 
石井町・牟岐町（自治体）と協働開発する 

挑戦するプロジェクトについて 

石井町 
・小学校教員を対象としたプログラミング教育のための模擬研修が実施される。 
・石井町内小学校の低・中・高学年向け(3種類)の指導要綱が石井町教育委員会に承認されている。 
牟岐町 
・他の徳島大学生の協力を得ながら、牟岐小学校の低・中・高学年向けに模擬授業が実施される。 

・自治体との協力に基づいたカリキュラム開発を水平展開できるようになる。 
・自治体、中間支援団体、民間企業の3者でプログラミング教育を展開・実施することが可能にな
る。 
・プログラミング教育のカリキュラムを徳島大学生と(株)QLiPで共同開発可能な仕組みを作るこ
とで、牟岐町のプログラム教育の継続的な発展可能性が見込める。 

NEXT STEP 

2020年度から小学校でプログラミング教育が必

修となることから、その教育方法や指導する人材育

成等について、様々な検討・試行が行なわれていま

す。 

一方、プログラミング教育とは、単にコンピュー

タの使い方やプログラムの作り方を教えるものでは

ありません。論理的思考や問題解決能力を養うもの

であり、他の教科にも大きく関係するものです。こ

のような変革する教育現場に立ち会うことで学生の

みなさんも大いに学べる機会があります。是非，頑

張ってください。 



 
 
 樫山農園では「樫山農業で世界を幸せにする」という経営理念のもと事業を展開しています。 
 当社の生産・販売品目はトマト、米、麦、大豆、小松菜、しいたけであり、自社の農産物を原料と
した加工品の製造および他社ブランドの商品の製造（ＯＥＭ）および販売も手がけています。 
 また、増え続ける地域内の耕作放棄地を引き受けて地域農業の主たる担い手となると同時に、マー
ケットは幅広く全国・世界を視野に入れて展開しております。ベトナムやタイを始め、海外での現地
生産の実現に向けて、調査等の活動も行っています。 
 

 
 

 樫山農園では近年、農業をより魅力的かつ発展させるために、事業としての農業経営のスタイル
を確立していこうとしています。環境にまで配慮した日本のものづくり哲学と欧米の合理性を融合
させ、人、組織、地域やコミュニティ、環境にまで配慮した独自の新しい農業法人としての確立を
目指しています 
 樫山農園は過去3年に渡って本事業プログラムに参画しています。これまで、インターンシップを
通じて地域人材の育成と事業体制の確立に向けた経営課題の解決を行ってきました。 
 2016年度には、ホームページの作成を通して経営理念を明文化・可視化しました。2017年度に
は中期経営計画の作成を通して経営方針・ビジョンを提示および共有し、これらに基づいて、
2018年度は“組織体制の確立”と“社内の人材育成”に取り組むことで、樫山農園の事業化、組
織化を行いました。  
 このような流れの中で、今年度は、昨年度までに策定された組織体制をより機能させるため、樫
山農園次期リーダーの受入担当者がみなさんと一緒に取り組みます。 

徳島県小松島市坂野町字松木12 

どんな会社？ 

チャレンジしていることは？ 

有限会社樫山農園 

事業化された農業を営む 
これからの経営スタイルを確立しよう！ 



＜受入担当者＞ 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
現在、樫山農園では整理整頓の習慣があま

りされておらず度々仕事に支障がでています。 
このインターンシップをきっかけに整理整

頓を始め社内の環境改善を図り会社の作業効
率や意識を変えコスト面まで良くしていきた
いと思っています。 

自分自身も初めての担当でわからないこと
が多いですが是非このミッションを一緒に
やっていきましょう！ 

 

５Sを定着させる仕組みを作り、経営を効率化せよ 

挑戦する学生へのメッセージ 

挑戦するプロジェクトについて 

STAGE1 STAGE2 STAGE3 

 

STAGE4 

＜ドン（学内メンター）＞ 
 

＜プロジェクトに取り組むことで身につく 
      社会人基礎力レーダーチャート＞ 

【社内リサーチ】 
 
・樫山農園の現状を調
査した上で、5Sの実
施に当たって必要な情
報について現場調査、
社員のヒアリング等リ
サーチを行う。 

【企画立案】 
 
・樫山農園に合った５
Sの導入方法、定着の
仕組み、および、5S
定着を通した経営効率
化案を企画する。 

【テスト運用・改善】 
 
・企画をテスト運用し、
効果を測定する。 
 
・結果を元に、新たな
企画を提案書にまとめ
る。 
 

【報告会・ワーク
ショップの実施】  
・樫山農園における
5Sの実施の意義が社
内に広く理解され、
5Sが実施されるよう、
報告会を開催する。 
 
・5Sの実施、および
定着を図るための仕組
みについて、社内で
ワークショップを行う。 

・樫山農園に適した5Sの導入・定着方法が策定されている。 
・５Sを行う意義が社内で理解され、施行するための仕組みが整っている。 

GOAL(到達目標/成果物) 

・５Sが定着し、経営が効率化されている。 
・組織体制の運用ができる人材が育っている。 

NEXT STEP 

徳島大学 

生物資源産業学部 

講師 

橋本 直史 

 

有限会社樫山農園 

フィールド課 

主任  

尾崎将光 

※5S：整理、整頓、清掃、清潔、しつけに組織をあげて取り組み、経営管理を改善する取り組みのこと。 

樫山農園様は、これからの徳島県農

業を牽引していく意欲的な企業であり、

COC+事業の受け入れ先として４年目

を迎えます。これまで当インターンに

参加した先輩達が、事業拡大に伴う経

営課題について真摯に取り組んできた

実績があります。食料・農業分野に関

心があるなら、積極的に応募すること

をオススメします。 



 
 
 
 
 

 
 
 1979年創業の株式会社NDKは、主にFA機械※ と呼ばれる自動検査機や自動省力化機械を取り
扱っています。 
経営理念は 
１.世界一の制御技術、計測技術で、お客様に安全・快適・感動をお届けする製品を作ります。 
２.自分達の仕事に誇りと夢を持ち、働く楽しさにあふれた会社にします。 
３.地球・自然にやさしいモノ作りを通して、地元活性に貢献します。 
であり、時代の流れやニーズの変化に応じて進化してきました。 
 また、強みである「検査・計測・制御」を活かしたオーダーメイドの機械装置を製作しており、そ
のほかにも、電気自動車用の自動充電器等の設計・製造、特注の制御装置、測定機器の設計・製造な
どを手掛けています。 
 近畿地区や中京地区、ヨーロッパ、アメリカ、中国、インド、タイ、マレーシアなどへと製品を納
入しており、徳島から世界につながる仕事に取り組んでいます。 
※ FA(Factory Automation)：コンピュータ制御技術を用いて工場を自動化すること、または自動化に使われる機器のこと。 

 

 
 
 (株)NDKでは部署間で連携し、お客様のご要望に応じたオーダーメイドの機械装置の設計、製造、
据付の全工程に対応することで、設計・製造上の不明点を即座に解決しています。 
 また、社員の家族、地域住民や学生に対しての知名度・理解度向上のため、情報の社外発信に取り
組んでいます。具体的には、社内の出来事・取り組みを綴った「NDKブログ」の発信、社員の家族
に仕事の内容や職場の雰囲気を知ってもらうためのお花見を兼ねた「家族参観日」の開催、ランナー
およびボランティアとしてのとくしまマラソンへの参加、企業合同説明会への出展といった取り組み
です。 
 昨年度は本インターンシップにて、主に就活生や就職希望者に向けた広報及び社内ツアーの企画を
行いました。これらの活動をさらに拡充させ、周辺の人々に(株)NDKと今まで以上に多様な形で関
わりを持っていただき、その関わりをより強固にすることで、より多くの人々と協働できる会社を目
指していきます。 

徳島県名西郡石井町高川原字高川原1505 

どんな会社？ 

チャレンジしていることは？ 

株式会社NDK 

地域になくてはならない企業を目指して！ 



＜受入担当者＞ 
 
 
 株式会社NDK 
 代表取締役 
 久米 智之 
  
 
株式会社NDKは、主に大手の工場や事業所で使われ

る特注の機械を作るBtoBの会社です。製品の大半は国

内だけでなく海外にも輸出され、外国との繋がりも多

い会社なんですよ！インターンシップを通じて「こん

な会社が徳島にあったんだ！」と、学生の皆さんに

NDKという会社を知って頂けたらと思います。新入社

員の5年定着率は１００％、10年定着率も８０％以上

という若い社員さんも多い会社です。インターンシッ

プで多くの学生さんと出会えること、私達がこだわっ

ているモノ作りの技術や取り組みに、若い皆さんの考

えやエッセンスが加わる事で新しい化学変化が起きる

ことを楽しみにしています！ 

(株)NDKのパフォーマンスを可視化し 
人と地域に貢献できる仕組みを考察せよ 

挑戦する学生へのメッセージ 

挑戦するプロジェクトについて 

STAGE1 STAGE2 STAGE3 STAGE4 

＜ドン（学内メンター）＞ 

＜プロジェクトに取り組むことで身につく 
      社会人基礎力レーダーチャート＞ 

【(株)ＮＤＫの可視化】 

【社内リサーチ】 
(株)NDKの全貌につ
いて情報収集、およ
びヒアリングなどの
リサーチをする。 

【情報の可視化】 
(株)NDKの全貌をA3
用紙1枚に可視化する。 

【ブラッシュアップ】 
可視化した用紙を社員
さんに見ていただき、
フィードバックをもら
う。 
ブラッシュアップする。 

【社内発表会】 
社内発表会を実施し、
可視化した(株)ＮＤＫ
の全貌について発表す
る。 

【繋がりの仕組み化】 

【情報収集】 
これまでに繋がって
いない人達と
(株)NDKが繋がるた
めにふさわしい既存
の「機会」について
リサーチする。 

【企画立案】 
社内リサーチと情報収
集を元に、まだ見ぬ
人々と(株)NDKを繋ぐ
「機会」を企画立案す
る。 
 

【テスト運用・改善】 
企画をテスト運用する。
効果測定を行い、企画
をブラッシュアップす
る。 

【社内報告会】 
企画とそれを行うこと
によって期待される効
果について、社内で発
表会を実施する。 

・(株)NDKの全貌（会社の魅力、組織体制・文化、歴史等）がA３用紙1枚に可視化されている。 
・既存の機会を活かした(株)NDKとまだ見ぬ多様な人たちがつながる仕組みが3つ提案されている。 
・(株)NDKと人が繋がる(株)NDKの性質・特徴が挙げられ、それに合った新たな「機会」が企画さ
れている。 

GOAL(到達目標/成果物) 

・より多様な人材が(株)NDKに関わっている。 
・より広く深く地域・人が(株)NDKとつながる。 

NEXT STEP 

徳島大学大学院 

社会産業理工学研究部 

情報光システムコース光系  

教授 原口 雅宣 

 このプロジェクトを進めれば進める
ほど、NDKさんの侮れない特徴と魅
力や、人と人のつながりが企業を成り
立たせていることに気づかされると思
います。 
 皆さんも、社長さんや社員さん、そ
してプロジェクトメンバーとともに作
り上げる、大学内では得られない新た
な発見と、授業と違う形の自身の成長
を経験してみませんか？  



 
 
 Ｎ＆Ｅは、紙パルプのトップメーカーである日本製紙（Ｎ）と総合建材メーカーの大手である永大
産業（Ｅ）との合弁会社で、木質ボード「ＭＤＦ※1」の製造を行っています。ＭＤＦの主原料であ
る「木」は、Sustainable（持続可能）な資源であり、ＭＤＦは木のカスケード利用※2におけるマ
テリアルユースとしての最終ラインとして、未利用資源である製材廃材や間伐材などを有効利用した
環境配慮型のエコ素材です。 
 当社は、国内に流通するＭＤＦの中で、国産木材を主原料に用いている唯一のＭＤＦメーカーであ
り、その原料の多くは徳島県産木材・四国四県産木材を使用していることから、徳島県及び四国地方
における地産地消、地元地域の活性化にも大きく貢献しています。  
 
※１ MDF（medium density fiberboard）： 
   中密度繊維板。木質繊維を原料とする成形板の一種。 
 
※２ カスケード利用 
   資源やエネルギーを1回だけの使い切りにするのではなく 
   利用したことで性質が変わった資源や利用時に出る廃棄物 
   を別の用途に使い、その後もさらに別の用途に活かす、 
   というように高レベルの利用から低レベルの利用へと 
   多段階(カスケード)に活用すること。  

 

 
 これまで、当社が製造しているＭＤＦは、徳島県の重点施策の1つである「徳島県産木材利用促
進」に大きく貢献して参りました。しかし、そのことはほとんど知られていないのが現状です。 
 昨年度は、当プロジェクトにおいて、「徳島県産木材利用促進」の活動を軸に、小松島市及び 
徳島県の「木づかい活動」に積極的に取り組み、高い評価と大きな成果を得ました。徳島県が推進し
ている「徳島県産木材利用促進」において、県内消費量のほとんどを占める小松島市。製材・合板・
ＭＤＦの木質素材メーカーが集積する国内唯一の「木のカスケード利用モデル市町村」である小松島
市。「ふるさと名物応援宣言」として「徳島県産木材利用促進」を応援する小松島市。そんな小松島
市で「木づかい活動」「木育」をさらに拡大させる取り組みを行います 。今回のプロジェクトでは、 
昨年度行った小松島市での産･学･官連携共同活動(WMICKS：ミックス)をさらに拡大させるために、
小松島市内の小学生・中学生及び保護者を対象とし「木づかい活動」「木育」への取り組みをさらに
推進したいと考えています。 

人と自然を技術でつなぎ、 
地産地消・地元地域のさらなる活性化を目指す（フェーズ２） 

徳島県小松島市和田津開町字北３９５番地６ 

どんな会社？ 

チャレンジしていることは？ 

エヌ・アンド・イー株式会社 



＜受入担当者＞ 
 
 
 株式会社  
 エヌ・アンド・イー 
 取締役部長 
 籠谷 陽介  
  
 
 

 当社はメーカーとして、モノづくりの観点か
ら、様々な企画を検討したいと考えております。 
また、今回のプロジェクトを通して、報・連・
相（報告・連絡・相談）、納期厳守、 
段取り八分（だんどりはちぶ）など、ビジネス
マンとしての基本的な考え方・取り組み方に 
ついて、学んでいただけるいい機会にしたいと
考えております。 
熱い情熱をもって、チームが一丸となり、アグ
レッシブなプロジェクトを展開していきましょ
う。  

挑戦する学生へのメッセージ 

挑戦するプロジェクトについて 

STAGE1 STAGE2 STAGE3 STAGE4 

＜ドン（学内メンター）＞ 
 
 

 

＜プロジェクトに取り組むことで身につく 
      社会人基礎力レーダーチャート＞ 

【現状理解】 
・Ｎ＆Ｅを理解する。 
 
・昨年度までの取り   
 組みを理解する。 
 
・小松島市を理解す  
 る。 

【計画立案】 
・活動計画の立案。 
 
・小学生・中学生 
 及び保護者の心に 
 響く 
 「木づかい活動」  
 「木育」（案）の 
 作成 

【活動実施】 
・「木づかい活動」 
 「木育」の実施。 

【仕組み作り】 
・活動を定着させる
ための仕組み、小松
島市内での「木づか
い活動」「木育」を
定着させるための仕
組みを考察・提案す
る。 
 

・Ｎ＆Ｅの魅力を理解してくれている「Ｎ＆Ｅファン」をつくる。 
・小松島市を魅力、強みを理解し、誇りに思い、小松島市を他の市町村に自慢したいと考える。 
 「小松島ファン」をつくる。 
・小松島市での「木づかい活動」「木育」を3企画実施し、500人以上の広報効果を得る。 

GOAL(到達目標/成果物) 

・魅力発信により、徳島県産木材の利用促進を牽引できるような将来の幹部候補社員の確保に繋がる。  

NEXT STEP 

 社会人基礎力として「前に踏み出す力」 

「考え抜く力」「チームで働く力」が 

大事だと言われています。 

 社会に「踏み出す」ことは勇気のいる 

ことですが、自分の目標を設定し、失 

敗を恐れず粘り強く取り組むことがで 

きれば、それは大きな自信に変わるは 

ずです！ 

 

 

 

徳島大学 
環境防災研究センター 
危機管理研究部門 
助教 

金井純子 

小松島市での「木づかい活動」・「木育」を通し、N &Eの魅力を発信する 

－ 木づかいCity小松島 WMICKS＋プロジェクト － 



 
 
 現在、特に国立大学法人は運営費交付金の削減により、財政的に非常に厳しい状況となっています。 
このままでは、日本の教育基盤が失われ、科学技術を発展させる人材が失われる可能性があり、実際、
その傾向がすでに顕著になっています。そこで、各大学が孤立的に奮闘するのではなく、相互に連携
し共有できるものは共有することにより無駄を無くし、この危機を乗り越える必要があります。その
ために必要なプラットフォームを設置し、大学の研究・教育・社会貢献の活動を支援するための組織
として、一般社団法人大学支援機構は設立されました。 
 
 現在は、イノベーションを創出し未来をつくるプラットフォームとして、Otsucle「おつくる」の
サービスを開始しています。Otsucleでは、クラウドファンディング、クラウドソーシング、研究サ
ポーターズ事業を多くの大学に利用していただける様、日々活動をしています。 
 
  
 

 
 
 クラウドファンディング事業が進んできた中で、募集期間終了後も挑戦者のプロジェクトを見守り
応援する必要性を感じていました。また、新しく挑戦する方にも、単独でのチャレンジではなく、こ
れまでの経験などを踏まえた上でサポートチームによる助言や手助けが必要だと考えています。 
 
 そこで、自分のやりたい事を実現するために活動を行う方達のコミュニティがあれば、お互いに
様々な情報を交換し、サポートしあう事で相乗効果でより自分達の思いを実現しやすい環境を作れる
と考えました。 
 
 今後はこれまで以上にOTSUCLEのサービスを拡充させることに務めるとともに、これまでクラ
ウドファンディングに成功した研究者や学生をはじめとする成功者たちと、これから新しいプロジェ
クトに挑戦する方々が情報交換できるコミュニティ作りのために、広く学内にも当該事業の推奨者や
広報活動を手助けしてくれる方をはじめとする“チーム”づくりに力を入れることも考えています。 
そうすることでより多くの挑戦者たちが新しいことに取り組むことができる環境を整えていきます。 

 

地域活性化のために大学と 
クラウドファンディングの果たす役割を創出しよう！ 

徳島県徳島市新蔵町2丁目24番地（日亜会館内） 

どんな会社？ 

チャレンジしていることは？ 

一般社団法人大学支援機構 



＜受入担当者＞ 
 
 
一般社団法人 
 大学支援機構 
  
 橋爪 太 
 
クラウドファンディングを行う事で、３つの

効果があると言われています。それは、お金が
集まる事、PR効果がある事、そしてコミュニ
ティーができる事です。ほとんどの方は、お金
を集めるための方法としてクラウドファンディ
ングを認識していますが、それだけでは最大限
にクラウドファンディングを活用できている事
にはなりません。私達は、コミュニティという
ものを考え、作るというゴールに向かい活動を
始めようとしています。新しいコミュニティビ
ジネスに挑戦する私達のチームに是非皆さんも
参加してください。 

  
  

みんなのチャレンジを支えて繋げるプロジェクト  

挑戦する学生へのメッセージ 

挑戦するプロジェクトについて 

＜ドン（学内メンター）＞ 
 
 

＜プロジェクトに取り組むことで身につく 
      社会人基礎力レーダーチャート＞ 

クラウドファンディング挑戦者コミュニティを作る。 
※挑戦者コミュニティとは 
「クラウドファンディング」を理解し活用、運用、情報発信できる、新しい事に挑戦する方達の集まり 
（共同体・交流の場が創られている状態） 

GOAL 

徳島大学教養教育院 
イノベーション教育分野 

准教授 

北岡 和義  

Otsucleではクラウドファンディングを通じて、新しいことに挑戦する方々をサポートしています。 
今回のインターンシップでは、クラウドファンディング挑戦者のコミュニティをチームでアイデアを出し
合って創り上げたいと考えています。 
インターンシップに参加する学生さんの柔軟なアイデアと行動力に期待しています。 
私たちはデザイン思考をレクチャーし、デザインスプリントなどの手法を活用して、アイデアを具体的に実
現できるチームを作りプロジェクトに伴走します。 
 
求めている人： 
コミュニティ作りに興味のある方、自分のやりたいことがある方、地域を良くしたいと思っている方、 
CFをやってみたい方、自分の挑戦を周りに伝えたい方、友達や知り合いを応援したい方 
 
こんなキーワードに興味がある方  
・恩送り ・ペイフォワード ・オンラインサロン・社会起業家 
・地域貢献 ・地域交流 ・仲間つくり ・サポータークラブ 

コミュニティを永続的に維持する。 

NEXTSTEP 

STAGE1 STAGE2 STAGE3 

・チーム内コミュニケーション 
・インプット 

・具体的なアイデアの創出 
・プロトタイピングの作成 

・実践 
・コミュニティの維持 

人間ははるか昔から様々なコミュニティを

創ってきました。そして、それらのほとんど

が時代の流れによって消え去ってきました。

多くの人たちがインターネットで繋がり、そ

の繋がりの力を個人が享受できる「今」とい

う時代で、クラウドファンディングという

「挑戦」のために必要なコミュニティはどの

ようなものでしょうか？そしてそれはどのよ

うにすれば永く維持していくことができるで

しょうか？ぜひ一緒に答えを探しましょう！  

 

 



 
 
 
 
 
 

 
 
 昭和33年に創業した廣間組（有）は、ダムや道路などの公共土木工事を主体とした地域密着型の
総合建設会社です。 
 那賀郡那賀町木頭にて、地域のライフラインを担う道路改良や災害復旧、林道開設や予防治山を
行っており、優良工事として過去5度の表彰を県から受けています。平成23年からは、環境省策定
のエコアクション21の認証・登録を機に環境経営に取組み、全国の事業者が参加する環境コミュニ
ケーション大賞においても過去５度の表彰を受けました。 
 平成27年、環境三大テーマである「低炭素化社会、生物多様性、循環型 社会の実現」を推進して
いくため、「山櫻プロジェクト」を立ち上げました。これは木頭に残存する日本古来の桜「ヤマザク
ラ」を種から育てて植樹し、種の保全とCO2の吸収固定を同時に図りながら、地域に景勝地を誕生
させていくプロジェクトです。 
 平成28年、廣間組（有）を支える新たな事業として、（株）Wood Headを設立しました。 
（株）Wood Headでは、 徳島のブランド杉である「木頭杉」を用いた木工製品の企画、製造、販
売を主軸とした事業展開を行っています。木頭杉を主とした地域資源を有効活用することで森林の適
正な伐採を促し、これにより生じた間伐材などに付加価値を与えることを目的としています。 
 

 
 
 廣間組（有）は地域密着型の経営を行っており、木頭の振興=廣間組の業績向上であると捉えてい
ます。この考えの下、木頭のファンを増やし人と経済の循環を生むことを目指して以下のようにス
トーリーを持つ商品の展開にチャレンジしています。 
 
①（株）Wood Headにおいて、木頭杉の間伐材を活用した「五稜箸」を発売しました。五稜箸は、
那賀町を形成する旧の5町村を稜（山）に見立て地域全体がともに振興する事を願い命名しました。
現在は県内土産店等での販売に加え、個人客からのギフトニーズへの対応、那賀町のふるさと納税の
返礼品としても展開しています。  
②（株）Wood Headにおいて、子供から大人まで参加できる「箸作り体験」を実施しています。木
の扱い方から森林の現状までを伝える場として位置づけ、お客様とのリアルなコミュニケーションと
関係づくりを大切に運営しています。 
③廣間組（有）では昨年までの2年間にわたり、本インターンシッププログラムを実施しました。イ
ンターンシップにおいては、木頭を舞台にしたRRPG（リアルロールプレイングゲーム）型ツアーの
企画・検討にインターン生のみなさんと一緒に取り組みました。 
  
 

木頭に根ざし、木頭を活かす事業の 
さらなる開拓に挑戦しよう！ 

徳島県那賀郡那賀町木頭出原字イシノモト28-1  

どんな会社？ 

チャレンジしていることは？ 

廣間組有限会社  



＜受入担当者＞ 
 
 
 廣間組有限会社  
 企画・デザイン・営業  
 小林 幸  
 
 
 
  
商品開発は手間ひまのかかる仕事で責任

を伴いますが、自分が携わった商品が世に
出る喜びはひとしおです。 

 
作り手の視点と買い手の視点の双方を持

ちながら、社会に必要とされる商品を一緒
に作っていきたいと考えています。 

 

五稜箸を超える？ 
木頭の素材を活かした商品開発 

挑戦する学生へのメッセージ 

挑戦するプロジェクトについて 

STAGE1 STAGE2 STAGE3 

＜ドン（学内メンター）＞ 
 

＜プロジェクトに取り組むことで身につく 
      社会人基礎力レーダーチャート＞ 

【情報収集】 
• 木頭という地域、木頭杉、

既存の商品について現地調
査・ヒアリング等リサーチ
を行う。 

• 地域性、および素材性質を
活かした商品開発の事例を
研究する。 

【商品開発】 
• 商品を企画・開発する。 

 
• 品評会を実施し、フィード

バックを元に商品をブラッ
シュアップする。 

【展示会】 
• 商品を一覧できる商品パン

フレットを作成する。 
 

• 開発した商品、商品開発の
プロセスについて展示会を
実施する。 

• 木頭の地域性および木頭杉の性質に合った10品目の商品が開発できており、かつ、製造できる
状態にある。 

• 商品販売に向け、販促物が整い、営業先の目処がある程度立っている。 

GOAL(到達目標/成果物) 

• 木頭に関心を持つ人が増える。 
• 木頭が活性化する。 
• 新商品開発のカルチャーが発展し、ノウハウが蓄積する。 
• 社内のWood Head事業への理解が深まり、協力体制が強化されている。 

NEXT STEP 

徳島大学 
総合科学部 准教授 

田口 太郎 

様々な条件が悪い地域もかつては日本の屋

台骨を支えてきた過去があったりします。長

年に渡る人々の営みによって地域の様々な資

源や魅力、可能性が育まれてきたとは言えま

すが、現代のような消費型の社会ではなかな

かその価値が上手に伝わっていきません。 

那賀町木頭村もそんな“もったいない”地

域の一つかもしれません。この木頭地域が持

つ魅力をいかに上手にデザインし、外部に発

信していくか。なかなか大きく野望に満ちた

ミッションだと思います。大変なことは多い

かと思いますが、大変だからこそ得られる良

さもありますので、ぜひチャレンジしてみて

ください。 



 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 藤原塾のニューステージ「大学生のための学びのプログラム開発」への挑戦！ 
 

 藤原塾では今までに多くの大学受験生を指導してきましたが、卒業生が長期休みに塾に挨拶をしに
来てくれた際に、「自分の将来の夢を達成するために大学生活中に何を勉強しておいた方がいいのか
分からない」、「大学では専門知識以外にどのような勉強をしていれば将来に役立つ能力が身につく
のか分からない」など志望校へ入学したのにも関わらず、多くの生徒様が「将来に対して必要な学
び」に関して、多くの悩みを持っていることを知りました。 
 今までの学習塾は志望校に合格するための「受験のための学び」に重きを置いていますが、大学入
学後は、将来の夢を達成するために自分の能力を向上させる「学び」を学習する必要があり、それを
教えてもらえる「教育の場」が不足している現状があります。 
 そこで藤原塾では、大学生が自分の夢や目標を達成するために必要な「学び」を調査し、学習塾だ
からこそ実行できる、大学生のための自己の能力をより伸ばし夢を実現するための「学びのプログラ
ム」を提案し、大学に入学した後でも、生徒様の夢の実現に向けてサポートすることができる学習塾
づくりにチャレンジしております。 

学習塾のニューステージへ！ 
    〜徳島大学発学生ベンチャーの挑戦〜 

徳島県徳島市助任橋1丁目22番地 渭水ビル1階 

どんな会社？ 

チャレンジしていることは？ 

藤原塾 

 
 藤原塾は塾長の藤井が「地域での教育格差を減らしたい！」との思いで、徳島大学在学中（学部3
年時）に地元である鳴門で中学生専門の学習塾としてスタートしました。その後、徳島大学常三島
キャンパス目の前に理数系専門塾として徳島校をオープンし、近くに塾がなくて困っていると話す脇
町の農家様とコラボしたオンライン学習塾なども実施しております。 
 現在は小学生・中学生・高校生と幅広い学年の学習指導を行い、１対１の個別指導学習や中学生・
高校生の数学・英語・理科のクラス授業、算数が苦手なお子様向けの、「楽しく学ぶ算数教室」など
幅広い学年と受講科目に対応しております。また、小学生に「もっと科学に興味を持ってもらい！」
と考え、出張科学実験教室なども行なっております。 
 藤原塾では希望校に合格するための「受験教育」から、勉強を楽しいと感じてもらえる「学習環境
作り」、成績の伸びやすい素地を作る「脳力開発」なども行なっております。 



＜受入担当者＞ 
 
 
 藤原塾 
 塾長 
 藤井理 
  
 
 
学習塾の役割は志望校に合格させることでは

ありますが、生徒様にとって志望校合格は人生
の通過点でしかありません。将来自分の夢を達
成するために必要な「学び」を大学入学後に学
習することになりますが、私が思っているより
も多くの生徒様が、夢を達成させるために「何
を学ぶ必要があるのか」が分からないと感じて
おります。今回このプロジェクトを通じ、大学
生の皆様と一緒に、自身が夢を達成するために
必要な「学び」が何であるのかを見つめ直し、
その「学び」を達成するために、学習塾で何が
出来るのかを一緒に考えていきましょう！ 

学習塾だからできる大学生のための「学びのプログラム」の提案 

挑戦する学生へのメッセージ 

挑戦するプロジェクトについて 

STAGE1 STAGE2 STAGE3 STAGE4 

＜プロジェクトに取り組むことで身につく 
      社会人基礎力レーダーチャート＞ 

【調査用紙の作成】 
大学生に自分の将来
の夢を達成するため
に必要だと感じる能
力が何であるかを見
つめ直してもらい、
その能力を伸ばすた
めに必要だと考える
「学び」を聞き出す
ための調査用紙を作
成する。 

【調査】 
STAGE1で作成した
調査用紙を使用し、
大学生100名を対象
に将来の夢を達成す
るために今自分に必
要だと考える「学
び」の調査を行う。 

【企画立案】 
調査結果から目標を
達成するために伸ば
したい能力と、それ
を伸ばすのに必要だ
と考えている「学
び」を精査し、学習
塾だからこそ実行で
きる自己の能力をよ
り伸ばす「学びのプ
ログラム」を提案す
る。 

【仮説検証】 
提案された「学びの
プログラム」によっ
て高められると期待
される能力を、それ
を伸ばしてみたいと
考えている大学生20
名を対象にプログラ
ムの説明を行い、内
容の評価を行っても
らう。 

・大学生が夢の達成に向けて今必要であると考えている「学び」を明らかにする。 
・学習塾だからこそ実行できる、大学生のための「学びのプログラム」の概略ができる。 
・提案された「学びのプログラム」が対象となる大学生から評価を得ることができる。 

GOAL(到達目標/成果物) 

・今回提案された「学びのプログラム」の中身をブラッシュアップし、実行に移す準備を行う。 
・藤原塾の新しい顧客領域（大学生）が開拓される。 

NEXT STEP 

＜ドン（学内メンター）＞ 
 
 

 本プログラムは今までにない教育モデ
ルを創出しようとしています。汗をかき、
やりきった時の達成感ももちろんですが、
同じ大学生にとって互いにキャリアを学
びあい新しい活動を興すための功績を遺
す。そんな新しい居場所・語り場を自分
たちで創りたくありませんか？好奇心・
創作心あふれる子ども時代、ワクワクし
ながら秘密基地を創ったときのように。
原点回帰を思い出し、行動することで、
自身の潜在化してしまった才能を呼び覚
ましましょう。 

 

徳島大学 
高等教育研究センター 

キャリア支援部門長 講師 

畠 一樹 



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 藤崎電機株式会社は、1973年、工場・発電所・施設の電気制御工事からスタートしました。以来、
「創造性とチャレンジ精神」を会社存立の原点と掲げ、独自の技術の開発を続けてきました。 
 結果、オリジナル電機機器の製品化に成功、メーカーとしての歩みを始めました。その後、製造自
働化装置等の製造を手掛けることにより、お客様のご要望を形にする「エンジニアリング」にも事業
が拡大していきました。 
 近年、地元・徳島の課題を解決したいという想いから、バイオマス発電事業の開発をスタートしま
した。徳島県阿南市は現在、放置竹林の広がりに悩まされています。これを解消するために、ドイツ
の企業との共同開発を進め、世界に先駆けて竹を使ったバイオマス発電施設を建設しました。 
 「持続可能な社会の実現」を使命とし、地域の課題に技術力で応えながら、世界で通用する機械を
生み出していくこと、そして、お客様の声にエンジニアリングサービスで解決するのが当社の事業の
特徴です。 
  

 
 

さらなる事業領域の拡大、そして、海外へ！ 
 

 藤崎電機を母体とする藤崎グループは、工場やプラントの計装工事から、家庭用太陽光発電を手掛
けるようになりました。その後、メガソーラー、バンブーバイオマス、大型風力発電と自然エネル
ギー発電所の開発から設計、ファイナンス、施工、運営、O&Mとトータルソリューションを提供す
る企業グループへと歩みを進めてきました。 
 また、自然エネルギー発電所の開発から企画・設計・ファイナンシング・建設・運営・メンテナン
スまでの全工程を手掛ける株式会社ガイアパワーを始め、事業領域の広さは当社の強みであり、今後
は、名実ともにグローバル企業としてのポジションを確立するため、その担い手となる人材を広く採
用し、その経歴に関わらず、世界の市場で活躍する人材の育成にも力を入れていきます。 

藤崎電機のさらなる挑戦！ 
    ～新規事業領域への挑戦～ 

徳島県阿南市辰己町1番地38  

どんな会社？ 

チャレンジしていることは？ 

藤崎電機株式会社  



＜受入担当者＞ 
 
 

 総務部人事課 
 課長代理 
 大畠 郁美 

 
  
 
 
現在の採用活動においては、適用範囲が狭

く、良い方がいたとしてもその方に会うこと
さえできていない状況です。そういった方々
に少しでも多く藤崎電機を知って頂けるよう
に、より魅力的な会社だと思っていただける
ように、見せ方の工夫、アピール方法を一緒
に考えて頂き、色々なツールを使って広げて
いきたいと思っております。会社説明動画、
募集パンフレットの作成を通じて、やりがい
や新しいことに挑戦する面白さを感じて頂け
たらと思っています。  

未来の理系エンジニアを確保するための 
新卒採用ツールの開発  

挑戦する学生へのメッセージ 

挑戦するプロジェクトについて 

STAGE1 STAGE2 STAGE3 STAGE4 STAGE5 STAGE6 

＜ドン（学内メンター）＞ 
 
 

＜プロジェクトに取り組むことで身につく 
      社会人基礎力レーダーチャート＞ 

【情報収集】 
 
藤崎電機の採
用活動につい
てのヒアリン
グ調査、同業
他社の事例調
査を行う。 

【企画立案】 
 
リサーチ結果
を元に、藤崎
電機の魅力が
伝わる理系エ
ンジニア向け
採用ツールを
企画立案する。 

【採用ツール
作成】 
企画に基づき、
採用ツールを
作成する。 
 

【有用性の検
討】 
採用ツールの
効果について、
アンケート調
査など通して
検討する。 

【ブラッシュ
アップ】 
検討結果に基
づき、採用
ツールのさら
なるブラッ
シュアップを
行う。 

【社内報告
会】 
採用担当者を
中心に社員を
招集し、社内
報告会を実施
する。 
 

・新卒の理系エンジニアを採用するために効果的な採用ツール（動画、パンフレット、企業説明会で使
用するPPT、HPの拡充等、適切なもの一つ以上）を開発する。 

GOAL(到達目標/成果物) 

・採用において、藤崎電機にエントリーする人が増える。 
・将来の会社を担う人材（理系エンジニア）が採用が促進される。 

NEXT STEP 

徳島大学大学院 

社会産業理工学研究部 

情報光システムコース光系  

教授 原口 雅宣 

 藤崎電機さんは、ベンチャーマインド
に溢れ、チャレンジを続ける企業です。 
多彩な事業内容に見えますが、しっかり
とした核を持っています。プロジェクト
の目的や進め方が明確な形で示されてい
ますので、間口の広いプロジェクトに
なっています。 
 本プロジェクトに参加する皆さんが、
行動力と学生ならではの感覚を生かして
藤崎電機さんとともに成長することを期
待しています。  



 
 
 徳島県のなると金時といえば、さつまいものブランド産品です。なると金時が栽培 
される徳島県北東部は、土地・気候条件が品種の適性にぴったりと合っています。そ 
のため、鮮やかな赤紫色のきれいな皮色で、ホクホクとして甘味のある王道のさつま 
いもが出来あがります。 
 農家ソムリエーずは、徳島県で農業をしている若手のプロ農家集団で、なると金時 
の生産及び販売事業をおこなっています。なると金時の美味しさを支える高い栽培技 
術を受け継ぎ、さらに美味しいさつまいも作り、そのさつまいもを使った加工食品の 
開発に挑戦しています。 
 当社は、これまで農家個別で持っていた栽培技術を共有するだけでなく、より高品 
質のなると金時づくりのための技術開発にも取り組んでいます。その結果、高いレベ 
ルのさつまいもを安定的に収穫することができるようになりました。消費者さまの目 
線にも立ち、化学農薬や化学肥料をできる限り使わない、安心安全な栽培にも取り組 
んでいます。また、近年では新たな取り組みとして、香港、台湾、シンガポール、マ 
レーシア等、海外への輸出にも取り組んでいます。現在、国内販売先は6社、海外販 
売先が4か国となっています。 加えて、なると金時の加工及び加工品の販売事業も 
行っており、代表商品としては、『さつまいもチップスおさっち』（プレーン味・塩 
味）、『さつまいもペースト』が挙げられます。その他、なると金時の生産技術向上、 
ブランディングにも取り組んでいます。 

 
 
 近年、上品ですっきりした甘さが特徴の「なると金時」に対して、安価な「安納芋」や「紅はるか」と
いったねっとりとして糖度の高いさつまいもが注目を集めており、なると金時は市場での販売単価が下落
傾向にあります。今後は、更なる生産技術の向上や品質のさらなる向上に努めると同時に、なると金時の
新しい価値を見出し、リブランディングすることにより、国内外の販路を拡大もしくは新しい市場開拓を
行い、生産者の経営の安定に繋げたいと考えています。 
 海外市場においては主に東南アジアや台湾方面に農家ソムリエ〜ずとして出荷し、イベントや土地柄に
相応した商品(加工品)開発などを行うことで市場傾向は高まりつつあります。しかしながら国内での認知
度は変わらず高いものの競合品種の台頭により、かつてのブランド力が薄れてきている、というのが現状
です。従って、喫緊の課題として「なると金時」の良さを再度見つめなおし、これからの時代や消費傾向
などを含めたユーザーにとって受け容れられる形にブランドを再定義し、市場での競争力を持ち直すため
の様々な取り組みを行っています。 
 なると金時という品種のリブランディングと我々若手農家集団である農家ソムリエ〜ずだからこそでき
る“何か”を見つけ実現していくことが現在最も力を入れている課題です。 
 

若手農家(担い手)の育成と徳島県産品のブランディング 

徳島県徳島市川内町平石若宮268ー3  

どんな会社？ 

チャレンジしていることは？ 

株式会社 農家ソムリエ～ず  



＜受入担当者＞ 
 
 
（株）農家ソムリエ～ず  

  代表取締役 
  藤原 俊茂 

 
  
 
日本には先人が築いた「世界に誇れるモノ」

が沢山あります。しかし、残念ながらその全て
がその価値に見合った評価を受けている訳では
ありません。今回の活動を通して、日本にある
素晴らしいモノをこれからの日本、世界により
良い形で発信する力を培って頂けたらと思って
います。  

なると金時のリブランディング  

挑戦する学生へのメッセージ 

挑戦するプロジェクトについて 

STAGE1 STAGE2 STAGE3 STAGE 4 

＜ドン（学内メンター）＞ 
 

＜プロジェクトに取り組むことで身につく 
      社会人基礎力レーダーチャート＞ 

徳島大学 
生物資源産業学部 

講師 

橋本 直史 

【情報収集】 

 
なると金時がブランド
産品となった背景（成
り立ち、要因）、特徴
（外観、味、栄養素）、
顧客層や使われるシー
ン等の情報を収集する。 

【インタビュー調査】 

 
ブランディング関係者、
農家、消費者等にイン
タビュー調査を実施す
る。 

【情報分析・見える化】 

 
集めた情報を分析し、
なると金時ブランドを
これからの時代に合っ
た形で再定義し、リブ
ランディングの進め方
について明文化・可視
化する。 
 

【成果報告会と 
ワークショップの開催】 

ソムリエ～ずメンバー
をはじめとする事業関
係者に向けて、成果の
プレゼンを複数箇所で
実施する。 

・これからの時代や顧客に受け容れられる形にブランドを再定義し、紙媒体にまとめる。 
・事業関係者に向けて成果報告会が実施される。 

GOAL(到達目標/成果物) 

・なると金時の市場での競争力の向上 
・なると金時の国内外の販路拡大 
・なると金時生産者の経営の安定  

NEXT STEP 

徳島県の名産品である”なると金

時”を積極的に販売していこうとする

若手の有志農家による企業です。 

当プロジェクトでは、マーケティン

グの奥深さ、より一層の創意工夫の必

要性・重要性を実感出来ると思います。

一次産品の販売、さらには地域活性化

の方策を主体的に立案・模索してみて

下さい。 

 
 
 



 
 
 
 

 
 
 当社は、Tel(通信)、Communication(人)、Media(技術)の頭文字をとってTELECOMEDIA（テレコ
メディア）と言います。創業以来、ヒューマンサービスを主軸に、通信・メディアを融合し「ヒューマン
コミュニケーション」を創造する企業活動を展開して参りました。東京及び徳島に大規模コールセンター
を配し、全国の様々な大手企業の通信販売の受注・問合せをはじめとするコールセンター運営を行ってい
ます。 
 また、新たなサービス展開も積極的に行っております。外国人観光客の増加、そして２０２０年の東京
オリンピック開催に向けて、店舗、ホテル等の接客スタッフと外国人観光客との言葉の架け橋となる『多
言語電話通訳サービス』を他社に先駆けてスタートしました。 
 企業の理念は「社会への貢献」です。つまり、革新的なヒューマンコミュニケーションサービスの開発
を通じて、雇用促進や人材育成を実施し従業員やその家族も含め、かかわる全ての人に豊かさを提供する
ことです。そこで、人が集まる都市部で運営するのが常識であったコールセンターを、人口減少が課題と
なっている地域で開設しました。ふるさとコールセンターと呼ばれるこの拠点は、 2014年の美波町を皮
切りに展開し、現在は東みよし町、板野町、美馬市を含めた4カ所に拡大し、現在170名のスタッフが働
いています。地域の雇用促進、特に若者が就職先として選択することによる若者の県外流出をくいとめ、
地域が元気になる一役になればと考えています。  
 
 

 
 
 テレコメディアでは、様々な年代や状況をお持ちの方が、その置かれた環境に応じた働き方を選ぶこと
ができ、また当社に関わる全ての人が仕事を通じて成長を実感しながら働ける職場を目指しています。  
 当コールセンターでは、基本的なマナーやお客様へのおもてなしの応対をする為の様々な研修がありま
す。 
2017年度、このような「コールセンター業務で身につく力」を整理してアピールすると共に、キャリア
アップを目指す学生が継続的に入ってくる仕組みとして「キャリバイト」を企画しました。また、2018
年度は社会人も学生も一緒に学べる場づくりプロジェクトとしてキャリバイトの社内浸透をはかると共に、
社内講座の拡充・充足に取り組みました。 
2019年度はキャリバイトをより下の世代にも広めるため、小・中・高校生に向けて、学生の段階から
「はたらく」とはどういうことが考え、意見交換ができる場として、「働くを考えるカフェ：キャリカ
フェ（仮称）」を開きたいと考えています。 
 このキャリカフェは今春から始まった“働き方改革”とも緩やかに連動させ、これからの時代のそれぞ
れのライフスタイルに合った働き方を子供から大人までが和やかに楽しく一緒に学び考えることのできる
“PLACE”として地域の皆様にご活用していただけるよう、企画していこうとしています。 
  
 
 

これからの「はたらくのカタチ」をみんなで考え 
築いていこう！ 

徳島県徳島市山城町東浜傍示1-1 

どんな会社？ 

チャレンジしていることは？ 

株式会社テレコメディア 徳島支店  



＜受入担当者＞ 
株式会社テレコメディア 人事部 

 

                     部長 

       葛籠 枝美 

 
         
 
        平島 夏美 
 

私たちは2年間実践力養成型（寺子屋式）イ
ンターンシップを通して学生さんと一緒に
「キャリア×アルバイト」働くって何だろ
う？と考えてきました。 

３年目の今回は徳島県内の様々な年代の方
が働くことについて考える新たなきっかけを
生み出したいと考えています。 

なぜ働くのか、どう働くのか、どこで働く
のか、働くについて一緒に考える機会を作っ
てみませんか。 

 

 

「はたらく」を考える小・中・高校生対象のキャリカフェを開こう 

挑戦する学生へのメッセージ 

挑戦するプロジェクトについて 

STAGE1 STAGE2 STAGE3 STAGE4 STAGE5 STAGE6 

＜ドン（学内メンター）＞ 
 

＜プロジェクトに取り組むことで身につく 
      社会人基礎力レーダーチャート＞ 

【アンケート
調査】 
小・中・高校
生、および
キャリア教育
の教員を対象
としたアン
ケート調査を
実施し、結果
を分析する 

【企画立案】 
アンケートの
分析結果を踏
まえ、「働く
を考えるカ
フェ：キャリ
カフェ（仮
称）」を立案
する 

【プレテス
ト】 
企画のプレテ
ストを実施し、
参加者の感想
なども参考に
しながら評価
及び改善点の
検証を行う 

【再試行】 
 
検証結果を基
に、再度キャ
リカフェイベ
ントを実施す
る 

【社内協議】 
 
社内会議を行
い、当該事業
の説明と期待
効果について
プレゼンテー
ションを行う 
 

【広報を検
討】 
社内スタッフ
とキャリカ
フェの広報の
仕方について 
検討を行う 

・地域の小・中・高校生が「はたらく」とはどういうことかを考え、意見交換ができる場(社交場とし
てのカフェ)のモデルケースができている 
・キャリバイトを選択肢に持つ高校生・高卒生が増える 
・社内にキャリカフェに興味を持つ(サポート・参画、どちらでも)スタッフが3名以上存在する 

GOAL(到達目標/成果物) 

・地域(教育機関)に向けたキャリア教育(地域貢献)及び地域との繋がりの強化 
・既存キャリバイトへの間口の拡大 
・テレコメディアのキャリバイト生(高校生及び高卒生)採用の促進 

NEXT STEP 

徳島大学 
高等教育研究センター 

キャリア支援部門長 講師 

畠 一樹 

学習による知識の蓄積という正課内活

動ではなく、本インターンシップ・プロ

グラムでは多様な経験を積みながら教

訓・知恵を養うとともに個々人の才能開

発など、体験してはじめて分かることが

たくさんあります。自分のやりたいこと

を本プロジェクトに関連付けながらプロ

ジェクトを完遂したとき、その答えが実

感できるようになると思います。共にが

んばりましょう！ 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 大塚グループでは、食品・飲料だけではなく、新薬の開発、医療機器の開発などの医療関連事業も 
行っています。当社はこれら医療関連の領域にて、合成樹脂成形製品を「高い技術力」「クリーンな
環境」「優れた品質」のもと製造し販売を行っています。 
 当社の歩みは、医療品の輸液容器プラスチック部材の開発・製造から始まりました。 
現在では、国内だけに留まらず、海外へも生産拠 
点を拡大しています。 
 また、医療品のプラスチック製造で培った成形 
技術を活かし、ＬＥＤパッケージ製品の製造や 
リチウムイオン電池の安全装置の製造など、電子 
分野への参入にも成功しています。 

 
 
 

健康戦略を考える！ 
 活き活きと働く為の職場づくり  

徳島県鳴門市瀬戸町明神字板屋島120番1 

どんな会社？ 

チャレンジしていることは？ 

大塚テクノ株式会社 

 大塚グループは“Otsuka-people creating new products for better health worldwide” 
（世界の人々の健康に貢献する革新的な製品を創造する）という企業理念のもと、「大塚だからで
きること」「大塚にしかできないこと」を日々実践しようと努めています。健康に携わる大塚グ
ループとして、お客様はもちろん、大塚テクノで働く社員一人一人に対しても、より豊かで健康的
に暮らせるよう願っています。 
 近年、「健康経営」の考え方が広がっています。「健康経営」とは、従業員等の健康管理を経営
的な視点で考え、戦略的に実践することです。企業理念に基づき、従業員等への健康投資を行うこ
とは、従業員の活力向上や生産性の向上等の組織の活性化をもたらし、結果的に業績向上や株価向
上につながると期待されます。例えば、企業は従業員の健康を増進することで、医療費を削減でき
るだけでなく、生産性の低下の防止や企業の収益性向上など、さまざまな効果が期待できます。企
業の利益追求と働く人の心身の健康維持を両立することが、従業員個人の生活の質の向上のみなら
ず、企業活力を高めることにつながるのです。 
 
 当社は3年前から本事業インターンシップに取り組んでおり、（2016年度 人材採用パンフ
レットの作成/2017年度 健康マイレージの策定/2018年度 健康保険書類検索Bookの策定）
特に2016年度からは「健康」と「業務効率化」をテーマとして取り組んで参りました。 
 今年度は、2018年度の内容からもう一歩踏み込んだ取り組みを行います。 
心身ともに健康であり継続的に企業業績を向上させる社員の育成を人事戦略上の重要課題と位置付
けておりますので、大塚テクノで働く社員の状態を把握し、健康に働く為のより具体的なアプロー
チ方法を企画・立案し、実践に移して行きます。 



＜受入担当者＞ 
 
 
  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

社員の価値観の多様性を受容した制度設計を行った

会社は社員のモチベーションを引き出すことができま

す。将来、『人』の心・体に対する取り組みを含めた

人事戦略などに興味のある方は、一緒に取り組んでみ

ませんか？ 

健康戦略を考える！ 

挑戦する学生へのメッセージ 

挑戦するプロジェクトについて 

STAGE1 STAGE2 STAGE3 

＜ドン（学内メンター）＞ 
 
 

＜プロジェクトに取り組むことで身につく 
      社会人基礎力レーダーチャート＞ 

 
健康診断の結果や社員へのヒ
アリング調査から、大塚テク
ノで働く社員の健康状態を把
握します。何故そのような結
果になっているのか、正確に
現状把握を行います。 
 

 
各々の健康状態と生活環境・
業務内容・年齢・勤務地の地
理的要因などを分析し、健康
に働くための条件を検証しま
す。 
また、大塚テクノで現在行
なっている職場の環境向上の
取り組みを整理しながら、さ
らに専門家から効果的なアプ
ローチ方法などをヒアリング
し、様々な情報を収集します。 
 

 
分析結果及び専門家からの意
見をもとに、社員の健康状態
を改善するため、アプローチ
方法を企画・実行します。 
 

アプローチ方法の企画、立案及び実施 

GOAL(到達目標/成果物) 

健康に対する社員の意識向上が図られ、健康診断の結果に対しても、数値目標を掲げて取り組むなど、
好循環が生まれる。その結果、長期的には企業価値を高める結果となる。 

NEXT STEP 

大塚テクノ株式会社 
人事総務部  
吉本 麻紀 

大塚テクノ株式会社 
人事総務部 係長 
中山 真一 



＜今年度プロジェクトは、当初は２つのプロジェクトを並行に進めます。＞ 
プロジェクトＡ 
 サービス・サポート☓農業で、新しい価値を生み出すプロジェクトです。新しい世界・農業界を創
造することを目標として、まずは社内での情報管理体制の構築や組織デザインをすることに関心のあ
る学生さんのチャレンジを歓迎します。 
プロジェクトB 
 アプリ☓農業で、新しい価値を生み出すプロジェクトです。webデザイン、web・スマホアプリ開
発に関心のある学生さん、また、農業に関心のある学生さんのチャレンジを歓迎します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 当社は1982年設立の育苗（苗を育てる）会社です。「農業のパイオニア」として常に５年先、１０年
先を見据え、生産・販売計画をトータルで行い、国内3県4拠点で、キュウリ、トマト、ナスなどの果菜
を中心に約60品目2,000品種の野菜苗の生産販売事業を行っています。 
 農業において育苗は重要な工程であり、手間のかかる難しい作業です。そこで農家さんに代わり苗を作
るのが、私たち育苗業者。私たちの仕事とは、いわば農家さんの野菜作りを支える仕事。現代農業におい
て、育苗は必要不可欠なものなのです。 
 当社の経営理念は、 
  ①安心して植えていただける苗作りに挑戦しよう 
  ②新しい技術に挑戦し、育苗事業及び農業を改革しよう 
  ③明るく、元気のある職場作りに挑戦しよう 
であり、モットーは農家さんが喜んでいただける苗を育苗し、提供することです。当社は管理者が一つず
つ苗をチェックし、よりよい苗を選別して、出荷しております。また、全国の農家さんのご要望にお応え
するため、群馬農場の増築、ＡＩによる最新機械を導入した熊本農場の増築等、生産性の向上のために農
場の拡張・充実を図っております。 
 また、弊社は、平均年齢33歳と若い社員が多く、若い社員たちが新しい会社経営に参画しています。
今後は、パソコン、スマートフォンを駆使して環境を整備し、生産効率を上げるとともに、管理者として
任せられる人材の育成に力を入れ、農業界に貢献していきます。 
 

 
 
 現在、野菜苗を育苗して出荷しても、その後農家さんにおいて、どのように生育しているのかの情報を
把握しておらず、出荷した苗が良い苗だったのかどうかを、出荷時の苗の状態だけで判断しています。 
 今後は、定植後の生育状態の情報や意見・要望を農家さんから直接に得て、埋もれていくことの無いよ
う、その情報をうまく活用していきたいと考えています。 
 そこで、当社では2018年度のCOC+事業プロジェクトの成果物である、農家さん向けのコミュニケー
ションシートを導入・運用しておりますが、今年度ＣＯＣ+事業プロジェクトでは、コミュニケーション
シートに記載された情報を、社内で必要な部署別（既存営業情報・新規営業情報・生産・流通・研究・そ
の他）に振り分け、情報に基づき会社全体で組織的に改善をはかり、サービスのレベルを上げていく社内
体制を整えることと、コミュニケーションをとるための通信ツールを制作することが課題です。 
  
 
 

サポートサービス体制構築(2nd stage) 

 
徳島県板野郡板野町大寺字大向北８８番地１ 

どんな会社？ 

チャレンジしていることは？ 

有限会社竹内園芸 



＜受入担当者＞ 
 

営業部 営業課課長 
安藤 雅也 
 
 
 
 
 このプロジェクトでは農家さんからの弊社製品野菜
苗に対しての評価を元に品質改善、社内環境整備を実
施し、農家さんへのサービス向上をはかることを目的
としていますが、どのように野菜を栽培しているか、
どういうことに困っているかということにまで積極的
に踏み込んでいくと農業を取り巻く環境や今後の展望
まで見えてくるでしょう。 
 農業界を学ぶいい機会になるでしょうし、また、 

プログラミング能力の向上もはかれると考えています。 
  

 
 

会社をあげてより良いサービスを行う仕組みの構築 

挑戦する学生へのメッセージ 

挑戦するプロジェクトについて 

STAGE1 STAGE2 STAGE3 STAGE4 

社会人基礎力のほか、プロジェクト企画立案能力、企画書制作能力、情

報管理構築能力、農家さんへの導入時にはコミュニケーション能力、web

デザイン・プログラミング開発能力、チーム内でのコミュニケーション能

力を身に付けることができます。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ａ 

【ヒアリング】 
コミュニケーション
シートの内容分析、
社内ヒアリング、農
家さんヒアリングを
実施する。 

【マニュアル策定】 
ヒアリング結果をもと
に、顧客情報を管理す
るシート・社内連絡フ
ローを創案し、運用マ
ニュアルを策定する。 

【マニュアルのテス
ト運用】 
運用(情報管理フロー)
マニュアルをテスト
運営し、使用者から
フィードバックをも
らう。 
それに応じて、アプ
リ、およびマニュア
ルを改善する。 

【社内報告会】 
マニュアルおよび運
用事例について社内
報告会を実施する。 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｂ 

【アプリの制作】 
コミュニケーション
アプリを農家さんと
通信する通信アプリ
を試作・制作する。 

【テスト運用】 
社員や農家さんにアプ
リを使って頂き、
フィードバックをもら
い、改善する。 

・農家さんとのコミュニケーションアプリの開発・改善 
・理想の情報管理フロー・体制のマニュアル化 
・マニュアルの実施 
・社内報告会の実施を通じたマニュアルの共有 

GOAL(到達目標/成果物) 

「新時代の農業サービス・サポート体制の構築」を考察・実施し、日本の農業界の発展に寄与するとと
もに、社内では、既存顧客からの情報を元に新規顧客向のパターンも確立し、OODAで対応可能な組
織となっていくことを目指す。 

NEXT STEP 

＜ドン（学内メンター）＞ 
 

プロジェクトに取り組むことで身につく力 
 
 

徳島大学 

生物資源産業学部 

講師 

橋本 直史 

現代の農業を支える”縁の下の力持

ち”的な存在である竹内園芸様は、徳

島県の農業に欠かせない存在です。2

年目となる今年度のプロジェクトは、

顧客である農家とのコミュニケーショ

ンの充実、およびICTの有効活用の両

立です。ICTを用いて農業の抱える課

題を解決することに関心のある学生さ

んは積極的に参加して下さい。 

徳島大学 情報センター 

ICTサービス部門蔵本分 

助教  

谷岡広樹 

こんにちは！竹内園芸さんといっ

しょに、コミュニケーションアプリを

開発することになった谷岡です。農業

☓ITで、企業と顧客、生産者と消費者

をつなぐ革新的で実用的なアプリの実

現を目指します。実際のユーザーの意

見も聞きながら「ものづくり」が体験

できる、またとない機会です。イン

ターンの学生のみなさんといっしょに、

楽しくアプリのデザインやプログラミ

ングをしたいと思いますので、是非ご

応募ください。 



 私たちは、現在全国に候補法人も合わせて223団体ある“日本版ＤＭＯ”のひとつで、徳島県東部圏域
15市町村を対象エリアに「観光消費額の増加による地域経済の活性化」と「地域に対する住民の愛着や
誇りの醸成」の２つのミッションの元、様々な観光振興に関わる課題解決や施策を、データに基づき官民
協働で推進する事を目的に2018年3月に設立された団体です。 
 

 
 
 近年、日本の訪日外国人は増加の傾向にあり、2030年には倍増する計画がなされています。そん
な中、有名な観光地を見終えたリピーターたちは、日本の原風景や食文化を体験できる観光コンテン
ツを求め、地方へと足を延ばす傾向にあります。 
 我々の徳島県東部圏域での観光消費額を伸ばすために、“訪問客数”、“観光消費単価”、“滞在
日数”の３つの指標を増加させる必要があります。それを実現する為には、様々な連携による“コン
テンツ造成”“プロモーション・セールス”を戦略的に進めていく事が事業のコアとなります。 
 特に我々の役割分担として“外国人旅行者に選好される魅力的なコンテンツの開発・強化”と“ソ
フト面での受入環境整備”の2点を深耕する事が求められています。 
 本プロジェクトにおいては、体験型観光コンテンツの情報整理、また、コンテンツを実際に体験し
て頂き、それを通して見えたものを軸に、情報発信、およびニーズの調査を行って頂きます。 

地域に誇りと元気をもたらす観光戦略 

徳島県徳島市寺島本町西1丁目61 徳島駅クレメントプラザ5Ｆ  

どんな会社？ 

チャレンジしていることは？ 

 近年、人口減少・少子高齢化に直面する日本の最重要課題である「地方創生」において、観光振興は 交流
人口を拡大させ、経済効果をもたらし地域を活性化する原動力として期待されています。 国は「明日の日本
を支える観光ビジョン」において、訪日外国人旅行者数を2020年に4000万 人、2030年に6000万人に
することを目標に掲げるなか、201８年は訪日外国人旅行者数が゙過去最高の3,119万人となるなど、イン
バウンド観光か飛躍した一年となりました。さらに、2020年に開催の「東京オリンピック・パラリンピッ
ク」に向け、国を挙げて観光産業を日本の基幹産業に育てることで、観光を軸とした外貨獲得による国全体
での経済活性化へ大きな好機を迎えています。  
 このような状況のもと、この徳島東部地域においても、「吉野川」、「鳴門の渦潮」、「阿波の土柱」 な
ど雄大で豊かな自然や、「阿波おどり」、「お遍路」、「阿波藍」、「阿波人形浄瑠璃」をはじめとする歴
史・文化など、独自の魅力的な地域資源を観光地経営の視点に立って活用し、国内外からの観光客誘致の取
組みによる地域活性化が期待されています。  
 こうした取組みを進めるため、徳島東部地域の官民が一体となり、地域の「稼ぐ力」を引き出す観光地域
づくりを推進するための 「DMO」(Destination Management/Marketing Organization)を設立し、多 
様な関係者と合意形成を図りつつ、明確なコンセプトに基づいた戦略を着実に実施しております。 

一般社団法人イーストとくしま観光推進機構 



＜受入担当者＞ 
 
 一般社団法人 

 イーストとくしま観光推進機構  

 専務理事 
 勇 寿憲  
  
「2040年 自治体の半数が消滅」（河合雅

司著「未来の年表」より）という衝撃的な予
測にあるよう、特に地方部では顕著に少子高
齢化が進行しています。一方、昔から変わら
ない“山”“川”“海”には豊かな自然が多
く残り、豊かな“農産物・海産物”が生産さ
れ、独自の文化を生み出した“徳島”は、都
会では体験できない魅力的なコンテンツの宝
庫です。 
 2018年訪日外国人は初めて3,000万人を
超え、今後も拡大傾向と言われています。 
価格ではなく高付加価値で訪日外国人に選好
されるコンテンツを多く造成し新たな産業と
しての観光の推進に関わってみませんか？ 

 
 
 

高付加価値の“体験型観光ツアー”造成の為の情報整理  

挑戦する学生へのメッセージ 

挑戦するプロジェクトについて 

STAGE1 STAGE2 STAGE3 STAGE4 STAGE5 

＜ドン（学内メンター）＞ 
 
 

＜プロジェクトに取り組むことで身につく 
      社会人基礎力レーダーチャート＞ 

徳島大学大学院 
社会産業理工学研究部 

理工学域講師 

日下一也 

【情報収集・カレ
ンダー作成】 
 
・徳島の体験型観
光コンテンツの情
報を収集する。 
 
・コンテンツの魅
力を一覧できるカ
レンダーを作成す
る。 

【体験コンテンツ
参加・資料作成】 
 
・コンテンツを複
数選び出し、参加
する。 
 
・動画や写真、感
想文と合わせて、
情報発信資料を作
成する。 

【情報発信・ニー
ズ調査】 
 
・Webサイトや
SNSで情報を発
信する。 
 
・資料を元にして、
ニーズ調査を行う。 
 

【改善案出し】 
 
 
・より価値の高い
体験コンテンツに
なるような提案を
考える。 

【プレゼン】 
 
 
・関係者に向けて
提案に関するプレ
ゼンを行う。 

・体験コンテンツのカレンダー作成（50コンテンツ目標） 
・体験コンテンツ改善の為の提案（3コンテンツ目標） 

GOAL(到達目標/成果物) 

旅行者の獲得に向けた官民協働の具体的な取り組みが始まる 

NEXT STEP 

プロジェクトとは、期限内に複数のメン

バーで独自の成果を生み出すことです。プロ

ジェクトを経験することで普段の講義では学

べない社会人として必要な能力が確実に身に

つきます。プロジェクトでは正解のない課題

に取り組むことになるので多くの困難に遭遇

します。行き詰ったときに気軽に相談できる

頼りになるドンとして振舞います。プロジェ

クトの進行を見守りつつ、時には一緒に知恵

を絞りますのでよろしくお願いします。 



 
 
 徳島県南部総合県民局農林水産部（美波農業支援センター）では、過疎高齢化による農業・農村の
弱体化に対して、以下の三本の柱で対応しています。 
 ①「人づくり活動」：新規就農者や青年農業者などの農業の若い担い手の育成。 
 ②「物づくり活動」：キュウリ、オクラなどの産地の拡大支援。 
 ③「地域づくり活動」：地域営農のシステム化や鳥獣被害対策への取組み支援。  
 当管轄エリアである海部郡の特産「促成きゅうり（冬春きゅうり）」は、全国的にも栽培技術が高
く、70年の歴史を持つブランド作物です。しかし、過疎化と高齢化による担い手不足で、生産農家
はピーク時の4分の1程まで減少してしまいました。 
 そんな中、きゅうり産地の再生・担い手の育成・移住就農者の受け入れを旗印に、平成27年に当
庁を含む多機関が連携し、「きゅうりタウン構想」を立ち上げました。これは、就農者を増やすこと
により、促成きゅうりの一大産地をつくり、地域活性化を目指すものです。 
 
  

 
 
 きゅうりタウン構想実現を目指して、以下のような取り組みを行ってきました。 
(1)推進組織の設立 
 当庁、海部郡3町及びJAかいふで構成する推進組織「海部次世代園芸産地創生推進協議会」を設
立しました。 
(2)「海部きゅうり塾」の開設 
 新規就農者を育成する担い手育成システムとして「海部きゅうり塾」を開設しました。農業基礎知
識および実践スキルの習得を目指した1年間のカリキュラムを提供しています。 
(3)次世代園芸施設団地の完成  
 地元農家のもつ「匠の技」とオランダ型の先進技術を融合させた次世代園芸施設（実験ハウス）を
設置し、次世代園芸技術の確立に取り組んだ結果、平成２９年度に２経営体、平成３０年度に４経営
態が、経営を開始し、約１ヘクタールの次世代園芸施設団地が完成しました。 
(4)県外への情報発信 
 SNS、テレビCM、YouTube等を活用した情報発信を行っています。 
 現在、これらの取り組みのさらなる発展・継続のために、新しい対象者に魅力を発信し、きゅうり
タウン構想のさらなる推進を行っています。 
  

「きゅうりタウン構想」の実現により 
地域を活性化せよ 

徳島県海部郡美波町奥河内字弁才天１７－１  

どんな会社？ 

チャレンジしていることは？ 

徳島県南部総合県民局 農林水産部 ＜美波＞  



＜受入担当者＞ 
 
 

  海部プロジェクト 
  主査兼係長 
  原田正剛 
 
 

 
「きゅうりタウン構想」は地域農業のリノ

ベーションを行う取組みです。「きゅうりタ
ウン構想」に魅力を感じて、都会から移住し
キュウリ栽培に取り組む生産者は、海部地域
の暮らしを楽しむとともに、他の地域では事
例の少ない新しい技術「養液栽培」に挑戦し
ています。このプロジェクトを通じて、地域
農業を元気にしたいという仲間に出会えるこ
とを楽しみにしています。  

きゅうりタウンの魅力を発信するプロジェクト 
「求む！海部きゅうり塾生」 

挑戦する学生へのメッセージ 

挑戦するプロジェクトについて 

STAGE1 STAGE2 STAGE3 STAGE4 STAGE5 STAGE6 

＜ドン（学内メンター）＞ 
 

＜プロジェクトに取り組むことで身につく 
      社会人基礎力レーダーチャート＞ 

【情報収集】 
 
「きゅうりタ
ウン構想」の
歴史・現状に
ついての情報
収集および関
係者へのヒア
リング調査を
行う。 

【事例研究】 
 
他県の就農者
獲得のための
取り組みにつ
いて事例研究
を行う。 

【企画立案、
ツール作成】 
きゅうり塾入
塾者が増える
広報方法を考
案し、広報
ツールを作成
する。 
 

【検証】 
 
就農フェア等
において、広
報方法、及び
広報ツールを
テスト運営し、
効果を検証す
る。 

【ブラッシュ
アップ】 
検証結果を元
にして、より
効果的な広報
方法・広報
ツールをブ
ラッシュアッ
プする。 

【庁内プレゼ
ン】 
広報方法・広
報ツールの実
装に向けて、
庁内でのプレ
ゼンを実施す
る。 

・「海部きゅうり塾」入塾応募者が増加する広報方法の策定、広報ツールの作成 
・庁内プレゼンテーションの実施 

GOAL(到達目標/成果物) 

・「海部きゅうり塾」入塾生が増える 
・キュウリ栽培の担い手が増える 
・海部エリアの農業がもっと元気になる 

NEXT STEP 

徳島大学大学院 
社会産業理工学研究部 

生物資源産業学域 
助教 

後藤 優樹  

四国の右下にあります海部エリアで作られ

るきゅうりは高度な栽培技術で作られるブラ

ンド品で、品質の良さから産業的な競争力も

高い逸品です。近年、高齢化や人口減少によ

る担い手不足から生産農家が減少し、新規就

農者が必要とされています。本プロジェクト

では新規就農者育成のための「海部きゅうり

塾」の入塾希望者を増加させるための広報

ツールの作成および検証を目的としています。

一緒に斬新な広報ツールを作成して、きゅう

りタウンの魅力をアピールしましょう！ 



 
 
 

 
 
  
 
  
徳島ヴォルティスホームタウン推進部では、県内の行政(自治体)や民間、幼稚園や小学校に選手やス
タッフが出向し地域の方々とサッカー教室や巡回指導、マスコットによるイベントへの参加などス
ポーツを通じた地域の活性化に取り組んでいます。 
 地域では少子化高齢化はもとより、健康の問題、地震や災害への備え等に関する課題、地域内のコ
ミュニティの弱体化が一因とも言える様々な問題が内包されています。 
 そうしたなかで、私たち徳島ヴォルティスだからこそできる問題や課題の解決、そして地域の活性
化に繋がるサポートを今後もより広く、深く、継続させていきたいと考えています。 
 この主題に対するアプローチとして 
① 幼稚園、小学校の子どもたちを対象にスポーツの楽しさや面白さを伝え、 
  心と身体の育成を図るための巡回サッカー教室 
② 子どもたちに未来への夢や希望を持ってもらうためのJリーガー派遣 
③ 障がいを持つ方々にチャレンジすることや学ぶことの意欲を発露していただき、 
  人との繋がりから社会復帰や自立を図る機会を創るためのサポート 
④ 一般、シニア層を対象にした運動不足解消、健康寿命増長のためのサッカー教室 
⑤ 自治体、企業との連携による健康街づくり事業…などを行っています。 
  
  
  
  
 

 〜公共財としてホームタウンの活性化に貢献する〜 徳島県板野郡板野町犬伏字瓢谷2番地22  

どんな会社？ 

チャレンジしていることは？ 

徳島ヴォルティス 株式会社  

2004年9月に設立され今年で15年目を迎える「徳島ヴォルティス株式会社」は、徳島県、ホームタウンの各自治体、大塚
製薬グループをはじめとする県内企業・団体などが出資して運営されています。ホームスタジアムは鳴門・大塚スポー
ツパークポカリスエットスタジアム、練習場は本社のある徳島スポーツビレッジです。チーム名称の「ヴォルティス」
（Vortis）とは、イタリア語で渦を意味する「Vortice」（ヴォルティーチェ）をもとにした造語である。前身の実業団大
塚製薬サッカー部を引き継いで設立されたヴォルティスというチーム名は「豪快な鳴門の渦潮のように、パワー・ス
ピード・結束力を兼ね備え、観客を興奮の渦に巻き込むチーム」を目指すことをモットーに名付けられた。 
 本事業の主体である徳島ヴォルティス株式会社は 
 １）県民・企業・行政三位一体による運営 
 ２）身の丈にあった経営 
 ３）県民に愛され、地域の誇りとなるチームづくり 
 これら３つのコンセプトを基に県内各地(ホームタウン)において様々な地域貢献活動を行っています。(Ｊリーグでは、
Ｊクラブの本拠地を「ホームタウン」と呼んでおり、 「Ｊクラブと地域社会が一体となって実現する、スポーツが生活
に溶け込み、人々が心身の健康と生活の楽しみを享受することができる町」を意味しています。)徳島ヴォルティスでは
社内にホームタウン推進部を設置し、スポーツを通じた地域の活性化に取り組んでいます。 
 徳島ヴォルティスは、サッカーを通して地域の方々とコミュニケーションをとりながら、地域の方々と共に楽しみ、
遊び心も大切にしながら、熱狂のスタジアムを中心として「する」「観る」「支える」と多様なスポーツを楽しめる環
境を創造し、徳島の元気の象徴となることをビジョンとして、「夢」と「感動」を提供することで徳島の活性化に貢献
することをミッションとしています。 
 
 

「Ｊクラブと地域社会が一体となって実現する、スポーツが生活に溶け込み、人々が心身の健康と生活の楽しみを
享受することができる町」を創出する 



＜受入担当者＞ 
 
徳島ヴォルティス 
株式会社 
ホームタウン推進部 

JFA公認A級ライセンス 

 

   柘植 竜治 
 

新たな若年ファン層を開拓せよ 

挑戦する学生へのメッセージ 

挑戦するプロジェクトについて 

第1節 第２節 第3節 第4節 

＜ドン（学内メンター） 

＜プロジェクトに取り組むことで身につく 
      社会人基礎力レーダーチャート＞ 

【情報収集】 
 
 
徳島ヴォルティスの魅力
や会社が地域に求められ
ているニーズ等をファン、
ボランティアや県内自治
体等にヒアリング調査を

実施する。 

【情報分析と 
 アプローチ方法策定】 
 
調査結果を基に、これま
でに無い若年ファン層拡
大に向けたアプローチ方
法を策定する。 

【プロモーション実施 
 及び検証】 
 
策定したプランを遂行し、 
効果測定を行い、ファン
層拡大に向けた新たなプ
ランを提案書にまとめる。 
 

【成果報告会】 
 
 
関係者を招集し、今回の
案件についてプレゼン
テーションを行う。 

・ 若年層ファンを増やすための新しい取り組みが具体的に策定されている状態が創出される。 
・ 徳島ヴォルティスの魅力が新しい視点で可視化され、社内に周知されている。 

GOAL(到達目標/成果物) 

・新しいファン層に向けたアプローチが為される。 
・新しいファン層及びその周辺との地域活性化に関する取り組みに着手できるようになる。 
・これまでになかったステイクホルダーとの協業が展開できるようになる。 

NEXT STEP 

 この度はインターンシップに参加して頂ける
という事で、私達クラブにとっても凄く心強い
です。皆さんが考える、アイデア、工夫、戦略
などを一緒になって学び、現実にできるように
していきたいと考えています。是非、わくわく、
ドキドキした気持ちで徳島県のプロサッカーク
ラブ（徳島ヴォルティス）でインターンをして
みませんか？ 
 私達の仕事は、皆さんが笑顔になって頂ける
ように考えるお仕事です。決まりきったことを
黙々とやるのではなく、今皆さんに何が必要で
何が大切なのかを観察し、考え、行動していき
ます。恥と汗をかきながら楽しんでいきましょ
う！ 



 
 
  

 
 
  
  

新しい視点で 
     もっと“まち”を元気に 

どんな会社？ 

チャレンジしていることは？ 

 徳島新聞社は朝刊、夕刊を発行し、地元ニュースから世界各地のニュー
スまで幅広くお届けしています。県内外に取材拠点（支局）を多数設置し、
多くのスタッフの力と情報の集結によって新聞を作っています。 
 また、新聞発行だけではなく、広く地域密着の文化、スポーツ、健康増
進事業を展開し、地域振興に貢献するのも新聞社の大切な業務として行
なっています。徳島駅伝、はな・はるフェスタ、おぎゃっと２１などの主
要事業に取り組んでいます。 
 昨年度からは、公の施設を運営する「指定管理事業」にも携わっていま
す。阿南市の文化施設「夢ホール」「コスモホール」、阿波市の「アエル
ワ」、そして今回の当該インターンシップの主題となる徳島市の「阿波お
どり会館」の運営を始めました。県内広域に文化発信拠点をもつことで、
イベントの共同開催によるコスト削減を図りつつ、より多くの県民の皆さ
まに文化事業を提供しています。これらの拠点を中心に、地域の魅力を高
める活動にも力を入れています。 

徳島新聞社は共同事業体の一つとして、昨年度(2018)から阿波おどり会館の指定管理業務に携わっ
ています。  
 阿波おどり会館は、徳島市が誇る伝統芸能・阿波踊りの魅力を広く伝えることを目的とした観光施
設で「世界中の人々に一年中、阿波おどりを楽しんでいただきたい」と、平成11年（1999）7月に
徳島市のシンボル・眉山の麓にオープンしました。 
 この施設は、徳島駅からのシンボルロード上にあり、眉山山頂への起点ともなっています。会館内
にはロープウエイ山麓駅、阿波おどりミュージアムや阿波踊りの公演が行われるホール、阿波踊りに
関する情報発信・観光スポットの紹介などを行うメディアスクエアがあり、阿波踊りを楽しむための
施設やサービスが充実しています。また1階には徳島県物産観光交流プラザ「あるでよ徳島」が設置さ
れており、多くの土産物や特産品を取りそろえています。また、エントランス近くの案内コーナーで
は県内の観光情報も入手できるようになっています。 
 会館の業務には、阿波おどり会館及び周辺の情報発信と魅力向上が含まれます。阿波おどり会館の
機能をさらに充実させ、市内の街歩きや街中の飲食案内といった情報発信基地にすることはもちろん
のこと、より多くの皆さま（特に年齢層の若い方、海外の方）に徳島へお越しいただき、徳島の魅力
に触れてもらえるよう阿波おどり会館及びその周辺地域を中心としたこれまでとは違った視点からの
アプローチによる地域の活性化に取り組みたいと考えています。 

徳島県徳島市中徳島町2丁目5-2 
  
 
  

一般社団法人 徳島新聞/阿波おどり会館 



＜受入担当者＞ 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
私たちと一緒に地元の魅力を見つめ直し、

多くの人に発信してみませんか。「人に分か
りやすく伝える」というスキルは、社会人に
とって非常に大切です。コミュニケーション
を良好にするたけでなく、事業を拡大させた
り成功に導いたりすることにもつながります。
インターンを通し、皆さんのスキル向上につ
ながるようにサポートします。そして、徳島
をもっと好きになっていただけると幸いです。
どうぞよろしくお願いします。 

 
ランドマーク阿波おどり会館及びその周辺区域の 

遊び方・楽しみ方・活用方法を新たな視点で考察・検証する 
 

挑戦する学生へのメッセージ 

挑戦するプロジェクトについて 

STAGE1 STAGE2 STAGE3 

 

STAGE4 

＜ドン（学内メンター）＞ 
 
 

＜プロジェクトに取り組むことで身につく 
      社会人基礎力レーダーチャート＞ 

【情報収集・探索】 
 
阿波おどり会館 
及びその周辺区域の街
歩きと来訪者インタ
ビューを行う。 
 
リサーチ結果をマッピ
ングする。 

【仮説立案】 
 
マップを基に 
阿波おどり会館の新
しい活用方法や楽し
み方を考察する。 
 
阿波踊りの新たな楽
しみ方や価値を考察
する。 

【実証実験と効果測定】 
 
考察内容の実証実験及び
その成果に対する効果測
定を行う。 
 
またその結果を基に今後
についてのレポートと提
案書を作成する。 

【報告会の実施】 
 
活動経緯と提案書に関
しての関係者に向けて
報告会を開催する。 

① 阿波おどり会館及びその周辺区域における新たな価値が具体的に可視化されている 
② 阿波踊りのこれまでにない魅力的な視点、楽しみ方や関わり方が提案されている 

GOAL(到達目標/成果物) 

阿波おどり会館を起点にこれまでとは違った形の新しい観光及び県民にとっての使い道が創発される 
阿波踊りの新たな価値を新たなPR方法(視点)として提示できるようになる 

NEXT STEP 

徳島新聞社 

事業局 地域連携推進室 

橋本 真味 徳島大学大学院 
社会産業理工学研究部 

理工学域講師 

日下一也 

２年前にも徳島新聞社様との寺子屋式イン

ターシップ課題においてドンとして関わりま

した。決して満足できる成果は得られなかっ

たものの、参加した学生は最後まで懸命に取

り組み、人として大きな成長を遂げました。

そのとき経験した数々の反省を活かし、プロ

ジェクトに関わるすべての者が満足できるよ

うな結果が得られるよう影ながら支援してい

く所存です。困ったときに気軽に相談できる

頼りになるドンとして振舞います。 



実践力養成型(寺子屋式)インターンシップ 3年間の軌跡 

2016年～2018年の3年間で、のべ133名の学生が計37プロジェクトに取り組みました。 

64人 

53人 

16人 

総合科学部 

理工学部 

生物資源産業学部 

インターンシップ活動SNAP（インターンシップフェア～エントリーまで） 

追加説明会 

エントリーシート書き方講座 

インターンシップ修了生による相談会 事前研修 

個別相談も随時受付 

これまでの参画企業・団体（順不同） 
 

大塚テクノ(株)/(一社)徳島新聞社/(株)あわわ
/(株)QLiP/(NPO)マチトソラ/(有)樫山農園/徳島大
学上勝学舎/(株)松本コンサルタント/港産業(株)/徳
島大学大学院社会産業理工学研究部/(株)テレコメ
ディア/徳島県赤十字血液センター/(株)ネオビエント
/廣間組(有)/(一社)Disport/徳島トヨタ自動車(株)/
アール・エスホーム(株)/(一社)大学支援機構/喜多野
安心市/徳島県農林水産部水産振興課/(株)AWA-RE/ 
(公社)徳島県建築士会/(有)竹内園芸/エヌ・アンド・
イー(株)/(株)基/(株)NDK/四国放送(株) 

 

（2017年～参画） 



インターンシップ活動SNAP（入社式～振り返り会まで） 

[WBS]ワールドビジネスサテ

ライトほか、多数のメディアに

取り上げられました。 

2016年度 

2017年度 

2018年度 



2019年4月24日 
徳島大学COCプラス推進本部 

お問い合わせ・エントリーシート提出先 

徳島大学COCプラス推進本部  
  
徳島大学常三島キャンパス内 地域創生・国際交流会館3階(地域創生課内)担当：川崎/森脇/安井 
                 TEL：088-656-9888 FAX：088-656-9880 MAIL：coc-plus@ml.tokushima-u.ac.jp 
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